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田中俊明 (日本大 ･文学 ･心理)
これまでの研究で､ニホンザルの発するクー
･､コールには地域差が存在することが示唆され
た｡屋久島集団と大平山集団の様々な年齢の個
体のクー ･コールを収集 ･分析して比較したと
ころ､基本周波数の高さは､ほとんどの年齢層
で､大平山集団の方が屋久島集団よりも低い周
波数域に分布していることが分かった｡
平成5年以来､それぞれの集団に固有のクー
･コールの発達過程を解明するために､大平山
と屋久島で幼体の追跡調査を行ってきた｡本年
度は､大平山の幼体11頭 (平成7年4月)と屋
久島の幼体7頭 (平成7年10-11月)のクー ･コ
ールを録音した｡結果は､現在分析途中ではあ
るが､どちらの集団の追跡個体も､0歳､1歳､
2歳と年齢を重ねてゆくうちに､クー ･コール
の基本周波数の高さは､低くなってゆく傾向が
みられた｡一方､各集団の追跡個体群の基本周
波数の高さの分布は異なり､大平山の個体群の
方が､屋久島集団の個体群よりも低い周波数域
に分布していることが示唆された｡これまでの
断続的な個体のデータに基づく集団比較の結果
と同様の傾向が､今回の継続的な個体のデータ
に基づく集団比較においても得られたことは､
ニホンザルにおける地域差の存在の可能性をよ
り高めると考えられる｡
今後､これまで得られたデータの詳細な分析
を行う｡また,来年度以降も､幼体の追跡調査
を行いあわせて分析する予定である｡
